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松下圭一先生のご逝去を悼む
法学部長
　
荒谷裕子
　
法政大学元法学部長松下圭一先生は、二〇一五年五月六日、八五歳で逝去されました。
　
松下先生は、一九二九年八月一九日福井市に生まれました。その後、旧制第四高等学校を経て、東京大学法学部に
入学、丸山眞男ゼミに参加し、東京大学学生新聞編集長を務めました。一九五二年同大学法学部を卒業し、同年法政大学法 部助手を経て、一九五五年に法政大 法学部の助教授に就任され、 六一 に教授に昇任されま た。法政大学では、ご専門である政治学を中心 、四六年という長きにわたって学部生・大学院生らを熱心に指導され、先生の門下から 多数の優位な人材が輩出 ました。二〇〇〇年に定年退職され、同年に名誉教授となられました。　
松下先生は、日本を代表する 治 者として、一時代を築き、日本の政治学の中心は法政大学にあるという認識を
一般化させたご功績は大きいといえます。また、一九八六年には日本政治学会理事長、一九九六年には日本公共政策学会会長に就任されています。こうした業績が評価され 著書『シビル・ミニマムの思想』で毎日出版文化賞、 『市民参加』 （編著）で第七回吉野作造賞、 『政策型思考と政治』でＮＩＲＡ東畑精一賞 受賞されました。　
先生は、抽象的な理論よりも 政策について考える実践的な政治学が重要であるとの立場から、豊富な実務経験を
もつ教員など、政策・行政系 スタッフを招聘し、法 大学法 部の政治学科の特徴の一つとしました。先生御自身も、武蔵野市の「第一期基本構想・長期計画」策定委員や、同市の「緑化市民委員会」の委員を務めるなど 自らも
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地方自治体や地域の活動に積極的に参画されていました。また、近年でこそ、アジア諸国の重要性が説かれていますが、早くから、アジア諸国との関係を考えることは欧米の学問を輸入することよりも重要であるとの観点から、アジア政治研究の拠点を創るべく尽力されました。この二つ考え方は、現在では、世の中の潮流としてあたり前のことになっていますが、当時としては革新的な考え方であった いえ す。そして こうした考え方は、今も、法学部、特に、政治学科・国際政治学科において、脈々と受け継がれており、法学部の大きな特色の一つとなっています。　
法学部では、比較的最近まで、学部長を一年任期で交代していましたが、これは誰かが管理的な立場に着くことは
秩序を固定化させることに繋がるという松下先生の理論が背景にある 伺っています。こうした松下先生の考え方は今も、法学部の本質的な精神として深く受け継がれています。そうした意味で 松下先生は、現在の法学部 組織運営の根幹を創られたとい も過言ではありません。　
本誌は、松下圭一先生の偉大な業績と活躍を讃えるとともに、法学部へのご尽力に対して 法学部教授会一同、深
甚なる感謝 意を込めて先生の追悼号とし 謹んで先生のご冥福をお祈りするものです。
